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二
〇
一
一
年
八
月
下
旬
、
フ
ラ
ン
ス

大
統
領
ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
は
ユ
ー
ロ

危
機
の
最
中
の
パ
リ
を
発
っ
て
、
数
日

の
旅
に
出
た
。
最
初
の
訪
問
先
は
北
京

で
あ
る
。
サ
ル
コ
ジ
は
中
国
国
家
主
席

胡
錦
濤
と
会
談
を
す
る
と
、
進
路
を
南

へ
取
っ
た
。
目
的
地
は
フ
ラ
ン
ス
海
外

県
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
県
庁
ヌ
メ
ア

で
あ
る
。

　

ヌ
メ
ア
は
そ
の
年
の
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
ゲ
ー
ム
（
ア
ジ
ア
大
会
の
よ
う
な

競
技
会
）
の
開
催
地
で
太
平
洋
島
嶼
国

家
一
四
カ
国
の
代
表
と
フ
ラ
ン
ス
の
海

外
県
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
タ
ヒ
チ
を

中
心
と
す
る
フ
レ
ン
チ
・
ポ
リ
ネ
シ
ア

の
代
表
が
陸
上
競
技
や
水
泳
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
で
覇
を
競
う
の
で
あ
る
。
サ

ル
コ
ジ
は
そ
の
開
会
式
に
出
席
す
る
た

め
に
、
ユ
ー
ロ
危
機
が
一
刻
を
争
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
留
守
に
し
て
、
わ
ざ
わ

ざ
地
球
の
裏
側
の
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

に
ま
で
飛
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。（
ち
な

み
に
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
は
数
年
後
、

住
民
投
票
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独

立
す
る
予
定
で
あ
る
。）

　

九
月
に
入
る
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
国
連
事
務
総
長
の
潘
基
文
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
Ｅ
Ｕ
委
員
長
の
ホ

セ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
バ
ロ
ー
ゾ
、
パ
リ
か

ら
フ
ラ
ン
ス
外
相
ア
ラ
ン
・
ジ
ュ
ペ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
外
相
マ
ル
テ
ィ
・
ナ
タ

レ
ガ
ワ
、
そ
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
片
腕
ア
メ
リ

カ
国
務
次
官
補
ク
ル
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

率
い
る
五
〇
名
の
大
代
表
団
が
到
着
し

た
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
キ

ル
ギ
ス
タ
ン
、
ブ
ー
タ
ン
ま
で
が
代
表

を
送
り
こ
ん
で
き
た
の
だ
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
中
国
や
日
本
も
代
表
団
を
派

遣
し
た
。（Fiji Sun 2011.9.5

）

　

一
体
、
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
？

　

前
身
の
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム

（South Pacific Forum

）
時
代
か
ら

数
え
て
四
〇
回
目
の
太
平
洋
諸
島

フ
ォ
ー
ラ
ム
（Pacific Islands Fo-

rum

）
が
開
催
さ
れ
た
の
だ
。

　

地
球
表
面
の
三
分
の
一
を
占
め
る
太

平
洋
に
散
ら
ば
る
一
四
の
島
嶼
諸
国
と

地
域
大
国
で
あ
り
、
白
人
国
家
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
以
下
、
豪
）
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
以
下
、
Ｎ
Ｚ
）

か
ら
な
る
ゆ
る
や
か
な
地
域
機
構
で
あ

る
。

　

そ
の
総
会
に
、
こ
う
し
た
そ
う
そ
う

た
る
顔
触
れ
が
出
席
し
た
の
は
何
重
に

も
重
層
し
た
原
因
が
あ
る
。

　

我
々
は
、こ
の
会
議
の
背
景
を
な
す
、

国
際
政
治
、
政
治
経
済
学
（Political 

Econom
y

）、
地
政
学
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
検
討
し
な
が
ら
、
太
平
洋
と
い
う

大
洋
に
生せ
い

起き

し
つ
つ
あ
る
変
動
を
く
っ

き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
ゆ
こ
う
。

●�

三
つ
の
太
平
洋
―
ポ
リ
ネ
シ
ア
・

メ
ラ
ネ
シ
ア
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

　

巨
大
な
大
洋
、
太
平
洋
は
人
文
学
的

に
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ハ

ワ
イ
―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
―
イ
ー
ス

タ
ー
島
（
現
地
名
ラ
パ
・
ヌ
イ
）
を
頂

点
と
す
る
大
三
角
形
で
囲
ま
れ
た
海
域

を
ポ
リ
ネ
シ
ア
と
い
う
。
こ
の
海
域
の

中
に
は
、
タ
ヒ
チ
、
サ
モ
ア
、
ト
ン
ガ
、

ク
ッ
ク
諸
島
な
ど
の
島
嶼
が
含
ま
れ

る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
に
す
む
原
住

の
人
々
は
共
通
性
の
高
い
言
語
を
持

ち
、か
つ
て
は
類
縁
性
の
高
い
宗
教（
今

は
キ
リ
ス
ト
教
）
と
、
島
に
よ
っ
て
程

度
は
異
な
る
が
、
成
層
性
を
備
え
た
首

長
制
を
社
会
構
造
と
し
て
有
し
て
い

た
。
一
八
世
紀
末
、キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ

ク
や
ブ
ー
ガ
ン
ヴ
ィ
ル
な
ど
が
初
め
て

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
を
訪
ね
て
二
〇
年

の
後
に
は
、
早
々
と
統
一
王
国
（
カ
メ

ハ
メ
ハ
大
王
の
ハ
ワ
イ
王
国
）
が
成
立

し
得
た
の
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
社
会
が
、

成
層
性
に
よ
り
統
合
度
が
高
か
っ
た
こ

と
が
大
き
な
原
因
を
成
し
て
い
る
。

　

次
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
を
北
か

ら
東
に
か
け
て
ぐ
る
り
と
囲
む
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
―
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
―
バ

浮
上
せ
よ
！
　
太
平
洋
島
嶼
諸
国

│
海
洋
の
「
陸
地
化
」
と
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
21
世
紀

塩
田
光
喜
・
黒
崎
岳
大

分析リポート
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ヌ
ア
ツ（
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ス
）―
フ
ィ

ジ
ー
―
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
な
す
メ

ラ
ネ
シ
ア
の
島
嶼
群
が
あ
る
。
メ
ラ
ネ

シ
ア
は
「
メ
ラ
」
と
い
う
接
頭
辞
か
ら

も
う
か
が
え
る
よ
う
に
（
メ
ラ
ニ
ン
は

黒
色
素
を
示
す
）、
ポ
リ
ネ
シ
ア
よ
り

も
皮
膚
の
色
の
黒
い
人
々
が
住
む
。
言

語
は
大
き
く
、
パ
プ
ア
系
と
オ
ー
ス
ト

ロ
ネ
シ
ア
系
に
分
か
れ
る
が
、
一
五
〇

〇
の
言
語
が
数
え
ら
れ
、
多
数
の
民
族

と
無
数
の
部
族
に
細
分
化
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
統
合
度
が
低
い
。
そ
れ
は
成

層
度
の
低
さ
と
な
っ
て
、
社
会
構
造
を

特
徴
付
け
る
。
成
層
度
は
西
北
へ
行
く

程
低
く
、
東
南
へ
向
か
う
ほ
ど
高
く
な

る
。
フ
ィ
ジ
ー
の
ラ
ウ
諸
島
な
ど
は
ポ

リ
ネ
シ
ア
社
会
で
あ
り
、
フ
ィ
ジ
ー
は

メ
ラ
ネ
シ
ア
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
交
差
点

と
な
る
。
一
九
世
紀
に
ザ
コ
ン
バ
ウ
が

フ
ィ
ジ
ー
王
国
を
建
て
得
た
の
は
、

フ
ィ
ジ
ー
の
成
層
度
と
統
合
度
の
高
さ

を
物
語
る
。

　

メ
ラ
ネ
シ
ア
に
は
マ
ラ
リ
ア
が
猖
し
ょ
う

獗け
つ

し
て
い
る
（
特
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
）
の
で
、
マ
ラ
リ
ア
の
な

い
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
、
白
人
が
進

出
・
定
着
で
き
な
か
っ
た
（
致
死
率
五

割
。
太
平
洋
戦
争
で
南
進
し
た
日
本
軍

も
そ
の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
に
な

る
）。
こ
の
こ
と
が
植
民
地
化
を
遅
ら

せ
る
と
と
も
に
、
文
明
の
浸
透
を
妨
げ

る
こ
と
と
な
る
。

　

ポ
リ
ネ
シ
ア
が
東
太
平
洋
を
、
メ
ラ

ネ
シ
ア
が
赤
道
以
南
の
西
太
平
洋
を
占

め
る
と
す
れ
ば
、
残
る
赤
道
以
北
の
西

太
平
洋
を
占
め
る
の
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

で
あ
る
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
島
嶼
と
し
て
は
、

グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
、
パ
ラ
オ
、
キ
リ
バ
ス
（
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
）
な
ど
が
あ
る
が
、
ポ
リ
ネ
シ

ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
比
べ
て
地
域
的
特

性
は
薄
い
。
あ
え
て
言
う
な
ら
、
戦
前

の
日
本
の
南
洋
統
治
領
で
あ
り
、
戦
後

は
ア
メ
リ
カ
の
国
連
信
託
統
治
領
と

な
っ
た
海
域
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
軍
事
的

戦
略
拠
点
の
性
格
を
与
え
た
し
、
今
も

与
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ

ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
共
通
し
て
言
え

る
の
が
、
白
人
到
来
前
は
石
器
文
化
で

あ
り
、
無
文
字
社
会
で
あ
り
、
ア
ジ
ア

の
大
文
明
（
イ
ン
ド
文
明
、中
国
文
明
、

イ
ス
ラ
ム
文
明
）
の
い
ず
れ
の
影
響
も

受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

太
平
洋
が
巨
大
な
壁
と
な
っ
て
立
ち
塞

が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
巨
大
な
壁
を
突
き
破
っ
た
の
が

西
洋
近
代
文
明
で
あ
る
。
早
く
は
、
マ

ゼ
ラ
ン
の
太
平
洋
横
断
（
一
五
二
一
）

に
始
ま
る
が
、
本
格
的
に
は
英
仏
七
年

戦
争
（
一
七
五
六
～
六
三
）
後
の
英
仏

両
国
の
太
平
洋
探
検
に
始
ま
り
、
一
九

世
紀
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
統
一
王
国
の
出
現

お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
開
始
と
と
も

に
本
格
化
す
る
近
代
西
洋
文
明
の
流
入

を
も
っ
て
、
文
明
化
の
嚆
矢
と
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
太
平
洋
の
島
々
の
文
明

化
は
一
九
世
紀
以
降
始
ま
り
、
国
家
・

貨
幣
経
済
・
キ
リ
ス
ト
教
の
三
点
セ
ッ

ト
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
む
の
で
あ

る
。

　

そ
の
結
果
、
太
平
洋
の
島
嶼
世
界
は

中華人民共和国

ア
メ
リ
カ
領

サ
モ
ア

ハワイ
台湾

グアム

北マリアナ
連邦

西パプア

東チモール

ダーウィン

シドニー
キャンベラ

メルボルン
オークランド

横須賀

タヒチ

キリバス共和国

パラオ
共和国

マーシャル諸島
共和国

バヌアツ
共和国

フィジー
諸島共和国

ミクロネシア連邦

ソロモン諸島

クック諸島

ツバル

サモア

トンガ
王国

ニウエ

オーストラリア

パプアニューギニア

赤道

南回帰線

ミクロネシア
メラネシア
ポリネシア

フランス領ポリネシア

ニュージーランド

ニューカレドニア

インドネシア

フィリピン

第
２
列
島
線第

１
列
島
線

沖縄

メラネシア
急先鋒グループ

図　太平洋島嶼国

（出所）筆者作成。
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浮上せよ！　太平洋島嶼諸国─海洋の「陸地化」と太平洋諸島フォーラムの 21 世紀

近
代
西
洋
文
明
の
枝
文
明
と
な
り
、

島
々
の
公
用
語
は
英
語
な
い
し
フ
ラ
ン

ス
語
、
公
式
宗
教
は
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
西
洋
的
な
文
明
世
界
と
な
っ
た
。

　

伝
統
的
な
石
器
的
部
族
文
化
に
近
代

西
洋
文
明
を
接
合
さ
せ
た
も
の
が
、
太

平
洋
島
嶼
諸
国
の
現
代
文
明
な
の
で
あ

る
。

●�

二
〇
世
紀
太
平
洋
の
植
民
地
化

と
独
立
―
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

　

一
九
〇
〇
年
、
太
平
洋
全
域
は
西
洋

列
強
に
よ
り
、
植
民
地
分
割
さ
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

フ
ィ
ジ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
南
東

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
パ
プ
ア
）、ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
は
ニ
ュ
ー
カ

レ
ド
ニ
ア
、
ウ
ォ
リ
ス
・
ア
ン
ド
・
フ

ツ
ナ
、
タ
ヒ
チ
、
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
を

取
り
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ス
は
英
仏
共

同
統
治
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ハ
ワ

イ
諸
島
、
グ
ア
ム
、
東
サ
モ
ア
を
領
土

と
し
、
ド
イ
ツ
は
西
サ
モ
ア
、
北
東

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
植

民
地
化
す
る
。
ト
ン
ガ
王
国
は
イ
ギ
リ

ス
の
保
護
領
と
し
て
存
続
を
許
さ
れ

る
。

　

こ
う
し
た
植
民
地
分
割
は
島
そ
の
も

の
の
経
営
も
動
機
と
し
て
あ
っ
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
重
要
な
動
機
は
極
東
、
と

り
わ
け
中
国
市
場
へ
の
シ
ー
レ
ー
ン
を

確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

当
時
の
蒸
気
船
は
長
距
離
航
海
の
途

上
、
貯
炭
場
で
石
炭
・
水
・
食
料
の
補

給
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
洋
の
シ
ー
レ
ー
ン
（
ス
エ
ズ

―
ボ
ン
ベ
イ
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
―
香

港
）
は
イ
ギ
リ
ス
が
押
さ
え
て
い
た
か

ら
、
他
の
国
は
太
平
洋
経
由
で
シ
ー

レ
ー
ン
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
は
南
米
チ
リ
の

ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
か
ら
西
サ
モ
ア
の
ア

ピ
ア
、
北
東
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ラ
バ
ウ

ル
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
パ
ラ
オ
を
経
て
、

中
国
の
青
島
ま
で
の
シ
ー
レ
ー
ン
を
開

拓
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
―
ホ
ノ
ル
ル
―
グ
ア
ム

―
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
到
る
シ
ー

レ
ー
ン
を
確
保
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
太
平
洋
の
植
民
地
分

割
は
、
西
洋
列
強
の
極
東
へ
の
シ
ー

レ
ー
ン
作
り
に
促
さ
れ
て
な
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

植
民
地
時
代
は
宗
主
国
の
変
更
を
と

も
な
い
な
が
ら
、
六
二
年
続
く
。

　

一
九
六
二
年
、
西
サ
モ
ア
が
独
立
す

る
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
末
ま
で

に
ア
ジ
ア
の
国
々
は
独
立
を
達
し
て
お

り
、
一
九
六
〇
年
代
は
「
ア
フ
リ
カ
の

一
〇
年
」
と
呼
ば
れ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

が
次
々
と
独
立
を
果
た
し
、
Ａ
Ａ
（
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
）
諸
国
は
国
連
の
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
占
め
、
全
て
の
植
民
地

の
解
放
を
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国

連
政
治
の
風
を
受
け
て
、
西
サ
モ
ア
を

皮
切
り
と
し
て
、
太
平
洋
の
島
々
も
独

立
を
始
め
た
。
ト
ン
ガ
、ナ
ウ
ル
、フ
ィ

ジ
ー
が
続
い
た
。
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
（
Ｐ
Ｎ
Ｇ
）
も
自
治
を
認
め
ら
れ
、

一
九
七
五
年
に
は
独
立
が
決
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
諸
国
が
独

立
を
始
め
る
と
、
地
域
機
構
を
作
ろ
う

と
い
う
動
き
が
起
こ
っ
て
き
た
。
そ
れ

に
、
豪
・
Ｎ
Ｚ
の
太
平
洋
の
白
人
国
が

介
入
し
て
、
一
九
七
一
年
、
島
嶼
国
五

カ
国
＋
豪
・
Ｎ
Ｚ
か
ら
な
る
南
太
平
洋

フ
ォ
ー
ラ
ム
（South Pacific Fo-

rum

：
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）
が
結
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
な
く
、
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
名
乗
っ
た
の
か
？

　

北
太
平
洋
の
島
々
が
独
立
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

北
太
平
洋
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
嶼
ハ

ワ
イ
は
独
立
す
る
ど
こ
ろ
か
、
一
九
五

九
年
に
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
番
目
の
州
と

な
る
。
こ
う
し
て
、
ハ
ワ
イ
は
合
衆
国

本
体
に
が
っ
ち
り
と
組
み
こ
ま
れ
、
独

立
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
（
今
で
も
ハ

ワ
イ
王
国
独
立
運
動
は
あ
る
が
）。
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
に
眼
を
転
ず
る
と
、
グ
ア

ム
と
サ
イ
パ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
対
極
東

軍
事
基
地
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
日
本
領

南
洋
諸
島
も
、
軍
事
施
設
や
核
実
験
場

（
ビ
キ
ニ
、
ク
ウ
ェ
ゼ
リ
ン
）
が
設
け

ら
れ
、
一
九
五
四
年
に
は
第
五
福
竜
丸

事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、
ハ
ワ
イ
は
真
珠
湾
に
太
平

洋
米
海
空
軍
の
本
拠
が
置
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に

あ
っ
た
沖
縄
は
極
東
有
事
の
最
前
線
基

地
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北

太
平
洋
は
ハ
ワ
イ
か
ら
沖
縄
ま
で
ア
メ

リ
カ
の
極
東
正
面
に
向
け
た
何
層
も
の

軍
事
基
地
の
海
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
態
を
決
定
づ
け
る

事
件
が
起
こ
る
。

　

一
九
五
〇
年
六
月
、
北
緯
三
八
度
線

に
お
け
る
南
北
朝
鮮
の
衝
突
か
ら
始
ま

る
朝
鮮
戦
争
で
あ
る
。
南
は
米
軍
を
主

体
と
す
る
「
国
連
軍
」、
北
は
「
中
国

義
勇
軍
」
の
支
援
の
下
、
激
戦
が
展
開

さ
れ
、
一
九
五
三
年
の
休
戦
協
定
ま
で

続
く
。

　

こ
の
極
東
に
お
け
る
熱
い
戦
争
は
、

ア
メ
リ
カ
に
、
極
東
・
太
平
洋
に
お
け

る
安
全
保
障
体
制
の
再
編
を
促
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
生
ま
れ
た
の
が
太
平
洋

に
お
け
る
ア
ン
ザ
ス
（
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｕ
Ｓ

［
Ａ
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、Ｎ
Ｚ
：
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
Ｕ
Ｓ
：
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
］
別
名
太
平
洋
安
全
保
障
条
約
）
体

制
と
極
東
に
お
け
る
日
米
安
全
保
障
条
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約
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ア
ン
ザ
ス
は
一

九
五
一
年
九
月
一
日
に
、
日
米
安
全
保

障
条
約
は
一
九
五
一
年
九
月
八
日
に
締

結
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
ア

ン
ザ
ス
と
日
米
安
全
保
障
条
約
は
、
連

動
し
な
が
ら
太
平
洋
と
極
東
の
安
全
保

障
を
守
ろ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
強
い

政
治
意
志
の
も
と
に
組
み
立
て
ら
れ
た

双
子
の
同
盟
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て

は
、
太
平
洋
と
極
東
（
今
日
的
言
い
方

で
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
）
は
常
に
連
動
・

結
合
し
な
が
ら
、
戦
略
化
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
枠
組
と
し
て
六
〇
年
た
っ

た
現
在
も
、
ア
ン
ザ
ス
＋
日
米
安
保
体

制
は
不
変
で
あ
る
。

●�

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
経
済
―
太
平
洋
島

嶼
諸
国
の
存
立
基
盤

　

こ
う
し
た
ア
ン
ザ
ス
の
傘
の
下
に
、

南
太
平
洋
の
島
嶼
は
次
々
と
独
立
し
て

ゆ
く
。

　

サ
モ
ア
（
一
九
六
二
）、
ク
ッ
ク
諸

島（
一
九
六
五
）、ト
ン
ガ（
一
九
七
〇
）、

フ
ィ
ジ
ー
（
一
九
七
〇
）、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
一
九
七
五
）、
ツ
バ

ル
（
一
九
七
五
）、ソ
ロ
モ
ン
諸
島
（
一

九
七
八
）、
キ
リ
バ
ス
（
一
九
七
九
）、

バ
ヌ
ア
ツ
（
一
九
八
〇
）
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。

　

そ
の
度
ご
と
に
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

だ
が
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
四

六
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
日
本
の
一
・

二
五
倍
）
を
除
け
ば
、
ソ
ロ
モ
ン
（
二

万
七
〇
〇
〇
）、
フ
ィ
ジ
ー
（
一
万
八

〇
〇
〇
）、バ
ヌ
ア
ツ（
一
万
二
〇
〇
〇
）

と
い
っ
た
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
島
嶼
国
が
一

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
国
土
面

積
を
有
す
る
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
国
々
は
最
大
が
サ
モ
ア
の

三
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
残

る
国
々
は
わ
ず
か
数
百
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
マ
イ
ク
ロ
・
ス
テ
ー
ト
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
、
近
代
主
権
国
家
と
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
ん

な
心
配
を
さ
せ
る
程
、
心
細
い
数
字
で

あ
る
。

　

答
え
は
、「
や
っ
て
い
け
な
い
」
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
独
立
は
し
て
し
ま
っ
た
。

　

独
立
は
し
た
が
、
近
代
主
権
国
家
と

し
て
成
立
す
る
だ
け
の
十
分
な
面
積
と

人
口
は
持
た
な
い
。
そ
の
狭
間
を
埋
め

た
の
が
、
バ
ー
ト
ラ
ム
と
ワ
ッ
タ
ー
ズ

［Bertram
 &

 W
atters 1985

］
が
定

式
化
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
経
済
で
あ
っ

た
。
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
と
は
移
民
（M

igra-
tion

）、
送
金
（Rem

ittance

）、
援
助

（Aid

）、
官
僚
制
（Bureaucracy

）
の

頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ

る
。

　

佐
藤
［
一
九
九
七
］
に
よ
れ
ば
、
一

九
九
〇
年
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
占
め
る
援
助
の

比
率
は
キ
リ
バ
ス
（
四
六
・
五
％
）、

ソ
ロ
モ
ン
（
二
六
・
二
％
）、ト
ン
ガ
（
三

〇
・
二
％
）、バ
ヌ
ア
ツ
（
三
一
・
九
％
）、

サ
モ
ア
（
二
五
・
四
％
）
と
軒
並
み
四

分
の
一
を
超
え
る
。

　

一
九
六
二
年
に
独
立
し
た
サ
モ
ア

（
西
サ
モ
ア
）
は
一
九
六
六
年
に
は
人

口
の
八
％
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
人

口
の
一
六
％
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
は

人
口
の
三
二
％
が
、
旧
宗
主
国
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ア
メ
リ
カ
に
移

住
し
、白
人
の
嫌
う
三
Ｋ
職
業
に
就
き
、

母
国
の
家
族
や
親
族
に
送
金
を
始
め

た
。
ト
ン
ガ
で
も
ト
ン
ガ
人
一
五
万
人

の
う
ち
、国
内
に
残
っ
た
の
は
六
万
人
、

九
万
人
は
海
外
（
主
と
し
て
Ｎ
Ｚ
）
に

移
住
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
ア
ン
ザ
ス
三
国
（
豪
・

Ｎ
Ｚ
・
ア
メ
リ
カ
）
は
僅
か
な
犠
牲
を

払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
・
ス

テ
ー
ト
の
島
民
の
生
存
権
と
引
き
換
え

に
、
太
平
洋
に
お
け
る
安
全
保
障
と
軍

事
秩
序
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。

●�

メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒
グ
ル
ー
プ

―
自
立
へ
の
胎
動

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
経
済
の

も
と
で
、
ア
ン
ザ
ス
三
国
に
依
存
し
な

が
ら
誕
生
し
た
太
平
洋
島
嶼
国
は
、
太

平
洋
が
「
ア
ン
ザ
ス
の
湖
」
で
あ
る
こ

と
を
黙
認
し
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年

代
後
半
に
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、バ
ヌ
ア
ツ（
旧
ニ
ュ
ー

ヘ
ブ
リ
デ
ス
）
が
独
立
を
果
た
す
と
、

こ
れ
ら
メ
ラ
ネ
シ
ア
三
カ
国
は
よ
り
白

人
か
ら
自
立
し
た
政
治
的
自
由
を
求
め

て
連
帯
の
道
を
模
索
す
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
八
五
年
一
一
月
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
首
相
と
な
っ
た
パ

イ
ア
ス
・
ウ
ィ
ン
テ
ィ
（
大
学
時
代
、

社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
）
は
「
プ
ッ

シ
ュ
・
ノ
ー
ス
」
政
策
を
唱
え
て
、
旧

宗
主
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の「
ビ
ッ
グ
・

ブ
ラ
ザ
ー
」
然
と
し
た
羈き

麇び

（
束
縛
）

を
脱
し
、
ア
ジ
ア
（
特
に
中
国
）
と
の

結
び
付
き
を
強
め
、
フ
リ
ー
・
ハ
ン
ド

と
経
済
発
展
を
手
に
し
よ
う
と
努
め

る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
共
通
語
と
し
て
ピ

ジ
ン
英
語
を
共
有
す
る
ソ
ロ
モ
ン
、
バ

ヌ
ア
ツ
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
二
国
と
の
連
帯

を
志
向
し
、
そ
れ
に
バ
ヌ
ア
ツ
首
相
の

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ニ
（
彼
も
穏
健
社
会

主
義
者
で
あ
る
）
と
ソ
ロ
モ
ン
外
相
の

エ
ゼ
キ
エ
ル
・
ア
レ
ブ
ア
が
共
鳴
し
た
。

ア
レ
ブ
ア
は
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

豪
・
Ｎ
Ｚ
と
い
う
域
内
の
白
人
国
の
影

響
力
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
深

い
失
望
を
覚
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
小
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柏
［
一
九
九
四
：
八
〇
］）。

　

こ
う
し
て
、
ウ
ィ
ン
テ
ィ
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
、
リ
ニ
、
ア
レ
ブ
ア
が
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
の
町
ゴ
ロ
カ

に
集
ま
り
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
三
カ
国
首
脳

会
議
が
一
九
八
六
年
七
月
に
行
わ
れ
た

（
小
柏
［
一
九
九
四
：
八
〇
―
八
一
］）。

　

三
首
脳
は
同
じ
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
あ
り

な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
が
離
さ
な
い

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
（
一
九
七
五
年
か

ら
独
立
運
動
を
開
始
し
て
い
た
）
を
国

連
の
非
自
治
地
域
リ
ス
ト
へ
登
録
す
る

こ
と
を
決
議
し
た
（
小
柏
［
一
九
九
四
：

八
一
］）
そ
し
て
、
翌
八
月
、
フ
ィ
ジ
ー

の
首
都
ス
ヴ
ァ
で
開
か
れ
た
南
太
平
洋

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
メ
ラ
ネ
シ
ア

三
カ
国
は
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
独
立
を

国
連
の
場
に
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
要
求

し
た
。
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ
れ

を
受
け
て
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
独
立

問
題
の
国
連
へ
の
上
呈
を
決
議
し
た

（
小
柏
［
一
九
九
四
：
八
一
］）。

　

こ
う
し
た
一
連
の
連
帯
を
経
て
、
メ

ラ
ネ
シ
ア
三
国
は
、一
九
八
八
年
三
月
、

メ
ラ
ネ
シ
ア
ン
・
ス
ピ
ア
ヘ
ッ
ド
・
グ

ル
ー
プ
（
Ｍ
Ｓ
Ｇ
：
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先

鋒
グ
ル
ー
プ
）を
結
成
し
た
。後
に
フ
ィ

ジ
ー
も
加
わ
り
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒

グ
ル
ー
プ
は
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

の
自
立
派
と
し
て
、
豪
・
Ｎ
Ｚ
の
ア
ン

ザ
ス
二
国
と
対
決
し
て
ゆ
く
。

●�

中
国
の
南
進
―
貿
易
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
援
助

　

一
九
八
二
年
、
復
権
し
た
鄧
小
平
は

「
中
国
の
マ
ハ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
劉
華

清
提
督
を
人
民
解
放
軍
司
令
に
抜
擢

し
、
こ
こ
に
今
日
ま
で
続
く
中
国
の
海

洋
進
出
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
劉
は
日
本

列
島
―
南
西
諸
島
―
台
湾
―
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
結
ぐ
、「
第
一
列
島
線
」
内
の
海

域
（
黄
海
＋
東
シ
ナ
海
＋
南
シ
ナ
海
）

を
領
海
化
し
、
横
須
賀
―
グ
ア
ム
―

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
結
ぶ「
第
二
列
島
線
」

内
の
西
太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の

シ
ー
パ
ワ
ー
（
制
海
権
）
を
無
力
化
し
、

消
去
す
る
と
い
う
大
戦
略
を
編
み
出
し

た
。

　

一
九
九
〇
年
台
に
入
る
と
、
鄧
小
平

の
改
革
開
放
政
策
は
功
を
奏
し
始
め
、

安
い
中
国
製
商
品
が
怒
涛
の
よ
う
に
、

太
平
洋
島
嶼
諸
国
の
都
市
部
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
流
れ
込
み
始
め

る
。
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
が
白
人
企

業
を
押
し
の
け
て
、
流
通
・
貿
易
・
森

林
伐
採
・
漁
業
に
進
出
す
る
。
華
僑
経

営
の
大
型
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
は
中
国
製

商
品
が
あ
ふ
れ
る
。
ま
た
中
国
本
土
か

ら
は
主
と
し
て
南
中
国
出
身
の
小
商
人

が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
、
太
平

洋
の
島
々
の
都
市
部
に
毛
細
血
管
が
走

る
よ
う
に
根
を
張
っ
て
い
っ
た
。
何
千

年
も
の
歴
史
を
持
つ
中
国
商
人
の
前

に
、
白
人
ビ
ジ
ネ
ス
は
駆
逐
さ
れ
、
島

民
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
赤
子
の
手
を
ひ

ね
ら
れ
る
よ
う
に
淘
汰
さ
れ
た
。

　

二
一
世
紀
に
入
る
と
、
中
国
と
太
平

洋
の
島
嶼
諸
国
の
貿
易
は
加
速
度
を
加

え
、
年
率
三
〇
％
の
勢
い
で
増
大
し
続

け
、
二
〇
〇
一
年
に
九
一
〇
〇
万
米
ド

ル
（
七
二
億
円
）
で
あ
っ
た
貿
易
額
は
、

二
〇
〇
八
年
に
は
一
〇
億
米
ド
ル
（
八

〇
〇
億
円
）
へ
と
、
一
一
倍
に
も
増
大

し
た
の
だ
。（Fijilive, 2010.7.20

）

　

こ
れ
は
、
太
平
洋
島
嶼
諸
国
の
ア
メ

リ
カ
、
日
本
、
Ｅ
Ｕ
と
の
貿
易
額
を
上

回
る
ば
か
り
か
、
域
内
大
国
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
の
貿
易
額
一
億
五
〇
〇
〇
万

米
ド
ル
（
一
二
〇
億
円
）
の
六
倍
以
上

で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
太
平
洋
に
お
け
る
中
国

の
経
済
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
ア
ン
ザ
ス
三

国
を
完
全
に
上
回
っ
た
！

　

更
に
、
中
国
は
二
一
世
紀
の
最
初
の

一
〇
年
で
、
太
平
洋
島
嶼
諸
国
へ
の
援

助
を
数
十
倍
に
引
き
上
げ
た
。
北
京
を

中
国
政
府
と
認
め
て
い
る
六
カ
国
だ
け

に
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
億
ド
ル
（
一

六
〇
億
円
）
の
援
助
を
行
っ
た
と
推
測

さ
れ
て
い
る
（H

err &
 Bergin 

2011

）。
豪
の
一
〇
億
ド
ル
に
は
及
ば

な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
（
主
と
し
て
グ
ア

ム
、サ
イ
パ
ン
の
軍
事
基
地
へ
の
援
助
）

に
匹
敵
す
る
。
そ
の
大
半
は
ソ
フ
ト

ロ
ー
ン
（
長
期
低
利
貸
付
）
で
あ
っ
て
、

グ
ラ
ン
ト
（
贈
与
）
で
は
な
い
。
ト
ン

ガ
で
言
え
ば
、
援
助
累
計
額
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
三
二
％
に
達
す
る
と
い
い
、
中
国
か

ら
の
使
節
が
首
都
ヌ
ク
ア
ロ
フ
ァ
に
到

着
す
れ
ば
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷

い
て
迎
え
る
と
い
う
有
様
で
あ
る
。「
朝

貢
外
交
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
く

る
。

　

更
に
、
中
国
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒

グ
ル
ー
プ
と
の
結
び
付
き
を
強
め
て
ゆ

く
。
バ
ヌ
ア
ツ
の
首
都
ポ
ー
ト
・
ヴ
ィ

ラ
に
、
バ
ヌ
ア
ツ
の
要
請
に
応
じ
て
、

中
国
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒
グ
ル
ー
プ

の
本
部
と
な
る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
建
設

し
た
。
こ
の
辺
り
の
中
国
の
動
き
は
高

度
に
戦
略
的
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
、
豪
を
訪
れ
た

ア
メ
リ
カ
大
統
領
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
は

豪
議
会
でW

e are back in the Asia-
Pacific

と
宣
言
し
、豪
首
相
ジ
ュ
リ
ア
・

ギ
ラ
ー
ド
と
連
れ
立
っ
て
、
北
海
岸
の

ポ
ー
ト
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
訪
れ
、
そ
の

地
に
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
基
地
と
ミ
サ
イ

ル
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
を
表
明
し

た
。

　

だ
が
、
豪
を
北
か
ら
東
へ
ぐ
る
り
と

取
り
囲
む
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒
グ
ル
ー

プ
が
豪
に
離
反
す
れ
ば
、
豪
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
完
全
に
遮
断
さ
れ
る
の
だ
。
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●�

フ
ィ
ジ
ー
対
サ
モ
ア
―
太
平
洋
諸

島
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
政
治
的
攻
防

　

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
二
機
が
突
っ
込
ん

だ
。
そ
の
黙
示
録
的
映
像
と
ア
ル
カ

イ
ー
ダ
の
犯
行
声
明
は
、
ア
メ
リ
カ
を

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
走
ら
せ
、
イ
ラ

ク
戦
争
と
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
に
大
軍
事
力

を
投
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
八
年
間
は
こ
の

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
忙
殺
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
の
戦
略
的
正
面
は
中
東
に
貼
り

付
け
に
な
る
。

　

一
方
、
豪
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス

ラ
ム
教
過
激
派
に
よ
る
、い
わ
ゆ
る「
バ

リ
・
ボ
ミ
ン
グ
（
バ
リ
爆
弾
事
件
）」
で
、

バ
リ
の
ビ
ー
チ
に
遊
び
に
来
て
い
た
豪

観
光
客
多
数
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。
豪

も
ま
た
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
入
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
意
識
は
東
南
ア
ジ

ア
や
中
東
の
イ
ス
ラ
ム
教
過
激
派
に
注

が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
、
二
一
世
紀
の
最
初
の
一

〇
年
間
、
ア
ン
ザ
ス
は
太
平
洋
正
面
か

ら
注
意
を
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
逸
ら

さ
れ
る
。
そ
の
間
、
中
国
人
民
解
放
軍

は
劉
華
清
の
立
て
た
プ
ラ
ン
に
則
っ

て
、海
空
軍
力
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、

ま
た
、
中
国
政
府
は
前
節
で
述
べ
た
よ

う
に
、
政
治
経
済
的
に
太
平
洋
島
嶼
諸

国
へ
楔
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
で
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、二
〇
〇
六
年
一
二
月
、フ
ィ

ジ
ー
で
バ
イ
ニ
マ
ラ
マ
海
将
に
よ
る

ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
る
。
一
九
八
七
年

の
最
初
の
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
数
え
て
四

回
目
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
。
太
平
洋

で
は
フ
ィ
ジ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
文
化
と

し
て
名
高
い
。

　
「
価
値
観
外
交
」
の
好
き
な
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
の
ア
ン
ザ
ス
三
国
は
「
普

遍
的
価
値
」
と
称
し
て
、
自
由
貿
易
・

規
制
緩
和
・
市
場
経
済
化
・
民
営
化
・

人
権
・
民
主
主
義
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ク

ジ
ラ
・
イ
ル
カ
・
男
女
同
権
と
い
っ
た

お
題
目
に
反
す
る
と
内
政
干
渉
を
い
と

わ
な
い
。

　

フ
ィ
ジ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
も
早

速
、政
治
・
経
済
的
制
裁
（
サ
ン
ク
シ
ョ

ン
）
を
課
し
て
き
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
外
交
は
そ
の

国
の
体
制
に
関
し
て
は
干
渉
し
な
い
内

政
不
干
渉
政
策
を
取
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ザ
ス
三

国
は
フ
ィ
ジ
ー
を
中
国
の
懐
に
追
い
や

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

黒
崎
に
よ
れ
ば
「
二
〇
〇
六
年
一
二

月
の
ク
ー
デ
タ
ー
以
後
、
豪
・
Ｎ
Ｚ
に

よ
る
政
治
・
経
済
的
制
裁
を
受
け
た

フ
ィ
ジ
ー
に
対
し
、
中
国
は
積
極
的
な

支
援
を
拡
大
し
、
二
〇
〇
五
年
に
二
五

〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
援
助
額
を
、
二

〇
〇
七
年
に
は
二
億
九
三
〇
〇
万
ド
ル

（
三
〇
〇
億
円
）
へ
と
九
倍
に
増
や
し

て
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
た
」
の

で
あ
る
。（
黒
崎［
二
〇
一
二
：
一
五
一
］）

　

フ
ィ
ジ
ー
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒
グ

ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、
そ
の
結
束
は

固
い
。
豪
・
Ｎ
Ｚ
が
牛
耳
る
太
平
洋
諸

島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
：
北
太
平
洋

の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
三
国
が
独
立
し
て
加

盟
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
南
太
平
洋

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
二
〇
〇
〇
年
、
名
称
を

変
更
し
た
）
は
、
フ
ィ
ジ
ー
を
総
会
か

ら
排
除
し
た
が
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒

グ
ル
ー
プ
首
脳
＋
ツ
バ
ル
首
相
＋
東
チ

モ
ー
ル
外
相
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
の

太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
っ
て

バ
イ
ニ
マ
ラ
マ
首
相
と
会
談
し
、
結
束

を
固
め
た
（Fiji Sun 2011.9.5

）。

　

ま
た
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
の
太
平
洋

諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
直
後
、
ソ
ロ
モ

ン
航
空
は
エ
ア
バ
ス
Ａ
三
二
〇
を
フ
ィ

ジ
ー
の
ナ
ン
デ
ィ
国
際
空
港
ま
で
飛
ば

し
、
ホ
ニ
ア
ラ
（
ソ
ロ
モ
ン
の
首
都
）

―
ナ
ン
デ
ィ
―
ポ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ラ
（
バ

ヌ
ア
ツ
の
首
都
）―
ホ
ニ
ア
ラ
路
線
と
、

ホ
ニ
ア
ラ
―
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
（
Ｐ

Ｎ
Ｇ
の
首
都
）
―
ホ
ニ
ア
ラ
路
線
に
就

航
さ
せ
る
旨
、発
表
し
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
、
エ
ア
バ
ス
で
メ
ラ
ネ
シ
ア
急
先
鋒

グ
ル
ー
プ
は
が
っ
ち
り
と
結
合
さ
れ
る

の
で
あ
る
（Fiji Sun 2011.9.11

）。

　

そ
れ
に
対
し
、
豪
＋
Ｎ
Ｚ
の
ア
ン
ザ

ス
二
国
は
二
〇
一
一
年
の
太
平
洋
諸
島

フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
を
、
ア
ン
ザ
ス

同
盟
結
成
六
〇
周
年
の
九
月
一
日
直
後

の
九
月
七
～
九
日
（
日
米
安
保
締
結
六

〇
周
年
）
に
設
定
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
長
の
白
人
系
サ
モ
ア
人
、
ト
ゥ
リ

オ
マ
・
ネ
ロ
ニ
・
ス
レ
ー
ド
に
議
事
進

行
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
自
分
達
は
表
に

出
ず
、
サ
モ
ア
を
パ
ペ
ッ
ト
に
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
操
作
す
る
と
い
う
策
に

出
た
の
で
あ
る
。

　

事
実
、フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
直
後
、

サ
モ
ア
首
相
ト
ゥ
イ
ラ
エ
パ
・
サ
イ
レ

レ
・
マ
リ
エ
レ
ガ
オ
イ
は
、
メ
ラ
ネ
シ

ア
急
先
鋒
グ
ル
ー
プ
に
対
抗
す
べ
く
、

ポ
リ
ネ
シ
ア
同
盟
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
ス

レ
ー
ド
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
飛
ん
で

き
た
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
総
裁
オ

ス
カ
ー
ル
・
テ
マ
ル
の
、
タ
ヒ
チ
・
ヌ

イ
（
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
現
地
名
）
独

立
の
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
国
連
に
非

自
治
地
域
リ
ス
ト
に
載
せ
る
よ
う
懇
願

す
る
の
を
却
下
し
て
い
る
。
読
者
は
本

論
考
冒
頭
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
フ
ラ
ン
ス

外
相
ア
ラ
ン
・
ジ
ュ
ペ
が
参
加
し
て
い

た
こ
と
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ジ
ュ
ペ
は
テ
マ
ル
の
懇
願
が
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
通
ら
な
い
こ
と
を
期
す
る
た
め
、

地
球
の
裏
側
に
ま
で
足
を
運
ん
だ
の
で
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あ
る
。
更
に
、
サ
ル
コ
ジ
が
ニ
ュ
ー
カ

レ
ド
ニ
ア
の
太
平
洋
ゲ
ー
ム
に
向
か
う

途
中
、北
京
で
胡
錦
濤
に
会
っ
た
の
も
、

タ
ヒ
チ
に
は
手
を
出
す
な
と
釘
を
刺
し

に
行
っ
た
公
算
大
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
二
〇
一
一
年
九
月
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
は
フ
ィ
ジ
ー
と
タ
ヒ

チ
を
除
外
し
て
、
白
人
主
導
の
も
と
で

遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●�

藩
基
文
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
―

地
球
温
暖
化
と
気
候
変
動

　

そ
れ
で
は
、
国
連
事
務
総
長
藩
基
文

は
な
ぜ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
の

か
？

　

地
球
温
暖
化
と
気
候
変
動
の
危
機
を

訴
え
る
た
め
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
が
第
四

次
報
告
書
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
ア
ル
・

ゴ
ア
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

け
て
以
来
、
国
連
の
地
球
温
暖
化
へ
の

危
機
意
識
は
高
い
。
同
年
、
早
速
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
（
国
連
開
発
計
画
）
は
二
〇
〇
七

年
度
版
『
人
間
開
発
報
告
書
』
を
「
気

候
変
動
と
の
戦
い
―
分
断
さ
れ
た
世
界

で
試
さ
れ
る
人
類
の
団
結
」
と
題
し
、

全
ペ
ー
ジ
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
の
人
類
存
亡
へ
の
脅
威
を
訴
え
た

（
塩
田
［
二
〇
〇
九
：
一
七
―
一
九
］）。

　

日
本
で
も
、
メ
デ
ィ
ア
が
ツ
バ
ル
の

水
没
を
大
々
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
た

が
、
熱
し
や
す
く
冷
め
易
い
こ
の
国
の

人
々
は
、
今
で
は
す
っ
か
り
忘
却
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
、
藩
基
文
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
到

着
前
に
、
国
連
事
務
総
長
と
し
て
は
初

め
て
太
平
洋
島
嶼
国
を
訪
問
し
た
。
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
と
キ
リ
バ
ス
で
あ
る
。

　

ソ
ロ
モ
ン
は
火
山
島
か
ら
成
る
島

で
、
海
抜
は
高
い
が
、
キ
リ
バ
ス
は
環

礁
諸
島
、
首
都
タ
ラ
ワ
（
太
平
洋
戦
争

の
激
戦
地
だ
）
で
も
、海
抜
三
・
五
メ
ー

ト
ル
し
か
な
い
。
藩
は
ベ
キ
・
ニ
・
ク
ー

ラ
と
い
う
島
を
訪
れ
、
飲
み
水
が
塩
辛

く
、
作
物
が
壊
滅
し
、
コ
コ
ナ
ツ
の
樹

が
倒
れ
て
い
る
の
を
見
た
（Radio 

N
ew

 Z
ealan

d
 In

tern
ation

al, 
2011.9.5

）。
そ
し
て
声
明
を
出
し
た
。

「
こ
れ
ら
の
太
平
洋
島
嶼
諸
国
は
気
候

変
動
の
最
前
線
に
い
ま
す
。
そ
れ
ら
諸

国
は
衝
撃
を
受
け
、
そ
の
生
存
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
は
今
ま
さ

に
行
動
を
起
こ
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

（Radio Australia, 2011.9.5

）。

　

藩
は
キ
リ
バ
ス
の
こ
の
惨
状
を
目
に

し
て
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
入
り
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
は
タ
イ
で
大
洪
水
が
起

こ
っ
た
一
方
、西
ポ
リ
ネ
シ
ア
海
域（
ツ

バ
ル
、
サ
モ
ア
、
ト
ケ
ラ
ウ
）
は
大
旱

魃
だ
っ
た
。ロ
シ
ア
が
ア
ブ
ハ
ジ
ア（
グ

ル
ジ
ア
か
ら
独
立
さ
せ
た
地
域
）
の
ミ

ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
船
で
ツ
バ
ル

に
送
っ
た
の
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
四
カ

国
の
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
国
連
入
り
へ
の
票

を
も
ら
う
た
め
だ
っ
た
が
、
コ
ー
カ
サ

ス
か
ら
飲
み
水
を
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
、
水
に
渇
し
て
い
た
の
だ
。

　

当
然
、
気
候
変
動
の
問
題
は
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
討
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、
太
平
洋

島
嶼
諸
国
に
と
っ
て
、「
安
全
保
障
問

題
」
で
あ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
代
表
は
、
国
連
安
保
非
常
任
理
事
国

入
り
の
票
を
も
ら
う
た
め
に
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
へ
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
議
長

の
ス
レ
ー
ド
の
根
回
し
で
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
一
四
カ
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
支

持
す
る
と
決
議
し
た（RAu 2011.9.9

）。

●�

ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
回
帰
と
中

国
の
資
源
外
交

　

そ
れ
で
は
、
五
〇
名
も
の
大
代
表
団

を
送
り
込
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
意
図
と
動

機
は
？

　

ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官

の
片
腕
、
ク
ル
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
国
務

次
官
補
が
素
直
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
合
衆
国
は
開
発
援
助
を
増
額
し
、

戦
略
的
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
中
国
や
そ
の

他
の
外
国
ド
ナ
ー
と
調
整
し
、
貧
困
化

す
る
太
平
洋
島
嶼
諸
国
を
助
け
る
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
か
ら
始
ま
る
太
平
洋
へ

の
持
続
的
な
戦
略
的
か
つ
政
治
的
利
害

関
心
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
シ
ン
ト
ン

は
こ
の
二
〇
年
間
、
太
平
洋
へ
の
外
交

使
節
と
援
助
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
傾
向
を
逆
転
さ
せ
る
努
力
の
一

環
と
し
て
、
オ
バ
マ
政
権
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
へ
の
関
与
（engagem

ent

）
を

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
合
衆

国
の
ア
メ
リ
カ
国
際
開
発
庁
は
今
年
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
太
平
洋
地
域

オ
フ
ィ
ス
を
開
き
、
島
嶼
諸
国
が
気
候

変
動
に
対
応
で
き
る
よ
う
二
一
〇
〇
万

ド
ル
（
一
六
億
円
）
無
償
援
助
を
与
え

ま
す
。

　

海
抜
の
低
い
太
平
洋
の
環
礁
は
気
候

変
動
の
「
炭
鉱
に
お
け
る
カ
ナ
リ
ア
」

で
す
。

　

島
嶼
民
は
重
大
な
貧
困
と
健
康
問
題

を
抱
え
、
世
界
で
最
も
高
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
コ
ス
ト
を
支
払
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

合
衆
国
は
同
盟
国
で
地
域
大
国
で
あ

る
豪
や
Ｎ
Ｚ
と
密
接
に
協
力
し
て
働

き
、
中
国
も
含
む
他
の
ド
ナ
ー
国
と
の

援
助
協
力
も
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

（Taiw
an N

ew
s 2011.9.8

）。

　

ア
ン
ザ
ス
三
国
の
連
携
を
深
め
、「
戦

略
的
ラ
イ
バ
ル
」
で
あ
る
中
国
と
も
協
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力
す
る
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
中
国
側
は
ど
う
反
応

し
た
か
？

　

八
名
の
代
表
団
を
率
い
て
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
入
り
し
た
中
国
外
務
副
大
臣
崔
天

凱
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
呼
び
か
け
に
応

え
る
形
で
「
私
は
太
平
洋
が
中
国
と
合

衆
国
を
分
離
す
る
も
の
だ
と
は
思
わ
な

い
。
む
し
ろ
、
太
平
洋
が
我
々
を
結
び

付
け
る
一
種
の
絆
で
あ
る
こ
と
を
望

む
。」
と
外
交
辞
令
を
一
く
さ
り
述
べ

た
が
（N

Z herald 2011.9.13
）、
他

の
国
々
と
開
発
援
助
を
協
調
す
る
つ
も

り
は
な
い
旨
、
は
っ
き
り
と
断
言
し
た

（RAu 2011.9.8

）。
そ
し
て
、
援
助

の
内
容
を
開
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

た
ケ
ア
ン
ズ
協
定
に
入
る
つ
も
り
は
な

い
こ
と
を
表
明
し
た
（RAu 

2011.9.8

）。

　

中
国
は
中
国
の
や
り
方
で
太
平
洋
に

関
与
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
中
国
が
二
一
世
紀
に
入
っ

て
、
集
中
豪
雨
的
に
援
助
を
与
え
た
国

の
名
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

東
か
ら
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
ト
ン
ガ
、

フ
ィ
ジ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

東
チ
モ
ー
ル
。
東
チ
モ
ー
ル
は
東
南
ア

ジ
ア
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
東
チ
モ
ー
ル
で
は
パ
プ
ア

語
が
話
さ
れ
、
東
チ
モ
ー
ル
は
メ
ラ
ネ

シ
ア
急
先
鋒
グ
ル
ー
プ
の
準
構
成
員
で

あ
る
。

　

中
国
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ジ
ー
は
「
ア

ン
ザ
ス
の
湖
」
に
打
ち
こ
ん
だ
戦
略
的

楔く
さ
び。
こ
こ
に
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
配
備
す

れ
ば
、
オ
バ
マ
が
宣
言
し
た
ポ
ー
ト
・

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
海
兵
隊
お
よ
び
ミ
サ
イ

ル
基
地
を
背
後
か
ら
封
殺
で
き
る
。

　

ク
ッ
ク
諸
島
、
ト
ン
ガ
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
東
チ
モ
ー
ル
は
海
底

鉱
山
、
海
底
油
田
、
海
底
ガ
ス
田
の
開

発
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
国
々
。

　

実
は
、
こ
れ
こ
そ
、
今
回
の
太
平
洋

諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
隠
れ
た
争
点
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

●�
海
洋
の
「
陸
地
化
」
と
第
四
〇
回

太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
意
義

　

海
洋
底
の
資
源
調
査
は
一
九
八
〇
年

代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
採

掘
に
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

資
源
価
格
の
高
騰
が
始
ま
っ
た
二
一
世

紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
島
嶼
諸
国

の
海
底
鉱
脈
の
探
査
を
進
め
て
き
た
の

は
カ
ナ
ダ
の
海
洋
鉱
山
会
社
ノ
ー
チ
ラ

ス
で
あ
る
。
ノ
ー
チ
ラ
ス
は
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ン
ガ
、
ク
ッ
ク
諸

島
沖
で
探
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
ま
も

な
く
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ラ
バ
ウ

ル
沖
の
ソ
ル
ワ
ラ
1
（
ソ
ル
ワ
ラ
は
ピ

ジ
ン
英
語
で
「
海
水
」
を
意
味
す
る
）

の
試
掘
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
仮

に
海
底
鉱
脈
採
掘
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、

太
平
洋
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
？　

ひ
と

つ
に
は
太
平
洋
の
「
ミ
ナ
マ
タ
化
」
の

危
険
が
生
ず
る
。
こ
れ
が
環
境
団
体
が

反
対
し
て
い
る
理
由
だ
。
だ
が
、
島
嶼

諸
国
に
と
っ
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
経
済
か

ら
開
放
さ
れ
る
と
い
う
魅
力
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
鍵
と
な
る
の
が
、
国
連
で
一

九
八
二
年
に
採
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｅ
Ｚ（Ex-

clusive Econom
ic Zone

：
二
〇
〇

海
里
排
他
的
経
済
専
管
水
域
）
だ
。
地

図
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
四
カ
国
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ

を
合
わ
せ
る
と
、
赤
道
を
は
さ
ん
で
南

北
回
帰
線
内
の
太
平
洋
ほ
ぼ
全
域
を
覆

う
。
そ
の
海
洋
底
資
源
が
、
島
嶼
諸
国

に
帰
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
海
底
が
陸

地
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
太
平
洋
の
ほ
ぼ
半
分
が
経
済
的
に

「
陸
地
化
」
し
島
嶼
諸
国
は
「
地
理
的

に
大
国
化
」
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
海
洋
の
「
陸
地
化
」
と

い
う
太
平
洋
の
空
間
的
変
容
が
、
第
四

〇
回
太
平
洋
諸
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
国
際

舞
台
の
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
を
集
め

た
政
治
経
済
的
背
景
な
の
で
あ
る
。

（
し
お
た　

み
つ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

貧
困
削
減
・
社
会
開
発
研
究
グ
ル
ー

プ
・
く
ろ
さ
き　

た
け
ひ
ろ
／
太
平
洋
諸

島
セ
ン
タ
ー
次
長
）
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